
連　　　合　　　新　　　潟

日本労働組合総連合会
新 潟 県 連 合 会

〒950-8558 新潟市中央区新光町6-2
ＴＥＬ0 2 5（2 8 1）7 5 5 5
ＦＡＸ0 2 5（2 8 1）7 5 5 6
発行人　小　林　俊　夫
題　字　宮　崎　風　穂

定　価　　１部５円

第411号� 2025.５.15

YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
チャンネル登録も

お願いします！

山田 匠さんの講演の様子

大盛況！ 佐渡地区メーデー

グランプリを受賞した北村製作所労働組合

上：女性組合員の皆さんがそろってデモ行進
下：デモ行進は1000人が参加

小林実行委員長の主催者あいさつ

１.５㎞をシュプレヒコールでアピール

政労会見の様子

新潟県中小企業家同友会とは2018年
以来の意見交換となりました

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第411号 2025年５月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

5月の主な活動
 8日 総務・財政委員会

 9日 金属部門共闘会議

 16日 第7回四役会議
  国民民主党との定期協議

 17日 立憲民主党との定期協議

 20日 第2回組織対策委員会

 23日 第7回執行委員会

 25日 第5回女性委員会

 29日 第4回青年委員会

中
小
組
合
の
賃
上
げ
環
境
整
備
を
！

各
団
体
へ
の
要
請
・
意
見
交
換
を
行
う

16
年
ぶ
り
の
政
労
会
見
に
連
合
新
潟
小
林
会
長
が
出
席

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争

　

４
月
14
日
、
総
理
大
臣
官
邸
に

て
、
16
年
ぶ
り
と
な
る
政
労
会
見

が
行
わ
れ
、
石
破
総
理
、
連
合
芳

野
会
長
な
ど
の
出
席
者
に
加
え
、

地
方
連
合
会
を
代
表
し
小
林
会
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
地
方
の
賃
上
げ
状

況
や
地
方
都
市
に
お
け
る
課
題
の

共
有
と
対
策
、
女
性
活
躍
推
進
な

ど
で
す
。　

　

小
林
会
長
か
ら
は
、
新
潟
県
内

で
は
多
く
の
組
合
が
交
渉
中
で
、

関
税
引
き
上
げ
が
春
季
生
活
闘
争

の
妨
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
よ
り
一

　

連
合
新
潟
で
は
、
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
４
月
10
日
に
新

潟
県
中
小
企
業
家
同
友
会
と
の

意
見
交
換
、
４
月
11
日
に
新
潟

県
商
工
会
議
所
連
合
会
と
の
意

見
交
換
、
４
月
14
日
に
新
潟
県

社
会
保
険
労
務
士
会
へ
の
要
請

行
動
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
小
企
業
家
同
友
会
、

新
潟
県
商
工
会
議
所
連
合
会
と

層
の
取
り
組
み
を
求
め
た
ほ
か
、

若
年
層
の
新
規
採
用
に
苦
慮
し
て

い
る
こ
と
や
、
地
域
医
療
再
編
で

の
雇
用
確
保
、
自
治
体
の
公
契
約

条
例
制
定
な
ど
の
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

　

政
府
側
か
ら
は
、
地
方
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
「
地
方
創
生

２
・
０
」
に
あ
た
り
、
労
働
組
合

の
代
表
に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
連
合
新
潟
は
、
引
き
続
き

行
政
へ
の
意
見
反
映
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

件
や
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
に
関
す
る

９
項
目
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

の
意
見
交
換
の
中
で
は
、
２
０

２
５
春
季
生
活
に
お
け
る
新
潟

県
内
の
賃
上
げ
状
況
に
加
え
、

人
手
不
足
や
価
格
転
嫁
・
適
正

取
引
、
最
低
賃
金
の
動
向
や
国

際
情
勢
の
県
内
企
業
へ
の
影
響

な
ど
に
つ
い
て
、
労
使
双
方
が

把
握
し
て
い
る
課
題
も
含
め
な

が
ら
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会

へ
の
要
請
行
動
で
は
、
労
働
条

連合新潟
第76回地方委員会
日時　６月26日（木）
� 13：30～
会場　朱鷺メッセ

各
産
業
特
有
の
課
題
や
法
改
正

の
動
き
、
双
方
に
寄
せ
ら
れ
る

相
談
内
容
の
共
有
な
ど
、
実
態

を
踏
ま
え
な
が
ら
幅
広
く
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　

賃
上
げ
や
労
働
条
件
改
善
の

た
め
に
は
、
労
使
双
方
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
で

の
要
請
行
動
等
は
今
回
で
す
べ

て
を
終
え
ま
し
た
が
、
各
団
体

と
の
良
好
な
関
係
構
築
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

第96回
新潟県中央
メ ー デ ー

　

４
月
26
日
、
県
中
央
メ
ー
デ

ー
実
行
委
員
会
は
、
新
潟
市
・

万
代
島
多
目
的
広
場
（
お
お
か

ま
）
で
第
96
回
新
潟
県
中
央
メ

ー
デ
ー
を
開
催
し
、
約
１
１
０

０
人
が
参
加
。
式
典
後
、
万
代

公
園
ま
で
デ
モ
行
進
も
行
い
ま

し
た
。

　

丸
山
副
実
行
委
員
長
の
開
会

宣
言
か
ら
始
ま
り
、
小
林
実
行

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

「
メ
ー
デ
ー
は
『
労
働
者
の
団

結
・
主
張
の
場
』『
働
く
仲
間

の
祭
典
』
で
あ
り
、
第
96
回
目

の
今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の

年
と
な
る
。
連
合
が
め
ざ
す

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
』
の
実
現
に
は
社
会
が
平

和
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
前

提
で
あ
る
。
戦
後
・
被
爆
80
年

が
経
過
し
戦
争
の
記
憶
が
風
化

し
つ
つ
あ
る
な
か
、
連
合
は
平

和
の
尊
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
、
平
和
運

動
の
強
化
を
確
認
し
合
い
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
本
メ
ー
デ
ー

を
ひ
と
つ
の
機
会
と
し
て
、
誰

し
も
が
、
安
心
し
て
働
き
・
暮

ら
せ
る
、
当
た
り
前
の
社
会
を

取
り
戻
そ
う
。
職
場
・
地
域
か

ら
、
す
べ
て
の
働
く
者
と
力
を

合
わ
せ
て
、『
自
由
で
平
和
な

世
界
』
を
つ
く
る
た
め
、『
社

会
と
未
来
を
か
え
て
い
く
』
た

め
の
行
動
を
と
も
に
起
こ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
の
鈴
木
副
知

事
、
新
潟
市
の
中
原
市
長
、
県

労
働
局
の
福
岡
局
長
か
ら
ご
来

賓
あ
い
さ
つ
を
賜
り
、
他
に
も

多
く
の
ご
来
賓
の
方
か
ら
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
16
組
合
、
23
作
品
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
趣
向
を
凝

ら
し
た
作
品
が
並
ぶ
な
か
、
グ

ラ
ン
プ
リ
は
、
北
村
製
作
所
労

働
組
合
が
受
賞
し
、
金
賞
に
は

Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
支
部
、
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
新
潟
県
支
部
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

新
潟
地
協
青
年
女
性
委
員
会

の
大
平
委
員
に
よ
る
戦
後
80
年

に
関
す
る
特
別
決
議
（
案
）
の

提
起
、
女
性
委
員
会
の
鈴
木
委

員
長
に
よ
る
メ
ー
デ
ー
宣
言

（
案
）
の
提
起
、
青
年
委
員
会

の
井
野
元
副
委
員
長
の
音
頭
で

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
実
施
。

最
後
に
、
式
典
の
締
め
く
く
り

と
し
て
小
林
実
行
委
員
長
の
音

頭
で
、
会
場
参
加
の
仲
間
と
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
お
お
か
ま
か
ら
東

港
線
・
東
大
通
り
を
ル
ー
ト
と

し
た
万
代
公
園
ま
で
の
約
1
・

５
㎞
を
第
１
梯
団
、
第
２
梯
団

に
分
か
れ
て
デ
モ
行
進
を
実
施
。

各
集
団
は
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
っ
た
り
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
た
り
し
、
労
働
者
の
実
情

を
訴
え
ま
し
た
。

　

第
96
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ

ー
の
模
様
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
　

４
月
26
日
、
佐
渡
地
区
メ
ー

デ
ー
を
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
一
般

参
加
も
含
め
て
１
８
０
名
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
一
般
参
加
も
で
き
る
よ
う

に
３
部
構
成
に
て
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

１
部
式
典
で
は
、
山
本
実
行

委
員
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
人
手
不
足
の
中
、
選

ば
れ
る
職
場
と
な
る
た
め
に
は

労
働
環
境
の
改
善
が
急
務
だ
」

ｅ
連
合
新
潟
Ｔ
Ｖ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
多
く
の
仲

間
か
ら
の
視
聴
を
お
願
い
し
ま

す
。フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
39
件
、

総
重
量
39
・
46
㎏
の
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

か
ら
の
支
援
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

物価高に負けない賃上げ�
   働く仲間が幸せになれる
  明るい未

あした

来を実現しよう�

と
話
し
、
経
営
者
と
交
渉
で
き

る
労
働
組
合
の
重
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。
来
賓
か
ら
は
代
表
し

て
西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員
、

渡
辺
竜
五
佐
渡
市
長
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
ま
た
北
県
議
、
村

川
市
議
、
坂
下
市
議
、
中
川
市

議
、
荒
井
市
議
、
労
金
佐
渡
支

店
小
山
支
店
長
、
こ
く
み
ん
共

済
シ
ョ
ッ
プ
濱
辺
店
長
か
ら
も

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

も
フ
ー
ド
バ
ン
ク
さ
ど
、
子
ど

も
食
堂
（
山
下
食
堂
・
ど
ん
ぶ

り
広
場
）
に
福
祉
カ
ン
パ
の
贈

呈
式
を
行
い
、
多
く
の
方
に
必

要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
２
部
で
の
講
演
で
は
、

徳
島
県
板
野
中
学
校
元
校
長 

山
田 

匠
さ
ん
を
招
い
て
「
常

識
破
り
の
校
長
先
生
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
、
関
西
な

ま
り
も
盛
り
込
ん
だ
笑
い
あ
り

涙
あ
り
の
講
演
で
し
た
。
詳
細

は
ビ
デ
オ
収
録
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
連
合

新
潟
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
３
部
は
デ
モ
行
進
、

少
し
時
間
押
し
と
な
り
ま
し
た

が
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
進
で
し
た
。 　

一
般
参
加
も
年
々
増
え
、
ま

さ
に
市
民
の
労
働
者
の
祭
典
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
メ
ー
デ

ー
万
歳
�

佐
渡
地
区
メ
ー
デ
ー
報
告
（
佐
渡
地
協
）�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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新潟推進本部
( 新潟県総合生活協同組合 )

1524Z021

６
営業時間

公式キャラクター
ピットくん

新潟県内

平日 土曜 日曜
秋葉店 9:30－16:00 9:30－16:00
新潟店 9:00－16:00
長岡店 9:00－16:00
上越店 9:00－16:00
河渡店 9:00－16:00                 9:00－16:00
新発田店
三条店
柏崎店

―

9:00
｜

16:00

―

( 第2・４ )

( 第2・４ )

( 第1・3 )

( 第４ )

( 毎週 ) ( 第2・４ )

定休日につきましては全労済HPにてご確認ください。

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

各委員から活発に意見が挙がりました

チャットGPT、画像生成AIの機能性に興味津々

青年活動の
さらなる活性化へ

2025地協青年代表者会議＆
第29回ユースラリーを開催

 

連
合
新
潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画

�

フ
ェ
ー
ズ
１
取
組
み
状
況
調
査

2025年５月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第411号

　

子
ど
も
の

成
長
過
程
に

あ
る
イ
ヤ
イ

ヤ
期
。
頭
を

悩
ま
す
親
も

少
な
く
な
い

と
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
子
ど
も

に
自
我
が
芽
生
え
て
き
た

成
長
の
証
で
あ
る
た
め
、

子
供
の
成
長
過
程
で
は
重

要
な
期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

わ
が
子
も
絶
賛
イ
ヤ
イ
ヤ

期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

「
イ
ヤ
」
や
「
ダ
メ
」
よ
り

「
ナ
イ
ナ
イ
」
と
よ
く
主

張
し
ま
す
。「
イ
ヤ
イ
ヤ
」

よ
り
可
愛
く
感
じ
る
の
は

親
バ
カ
で
し
ょ
う
か
。 

大

　

4
月
12
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
は
、
新
潟
市
・
ガ
レ
ッ

ソ
ホ
ー
ル
で
２
０
２
５
地
協
青

年
代
表
者
会
議
、
第
29
回
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
協
青
年
代
表
者
会
議
で
は
、

連
合
新
潟
青
年
委
員
会
と
各
地

協
青
年
女
性
委
員
会
か
ら
２
０

２
４
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２

５
年
度
活
動
計
画
を
全
体
へ
共

有
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
は
、
良
好

事
例
の
水
平
展
開
や
課
題
解
決

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
、
さ
ら
な
る

活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
29
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
Ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
の
吉
井
孝
男
氏
と
業
務

☆糸魚川市議会議員選挙
投開票日４月20日（定数18）

 当選⑤   田中　立一 1,110票
☆十日町市議会議員選挙

投開票日4月27日（定数19）
 当選⑤   小林　正夫 923票
 次点　   滝沢　貞親 855票

ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

4
月
の
自
治
体
選
挙
結
果

■ 教えて？ 万代♪  ②
 ■■■  新潟地協 発  ■■■

　新潟駅と万代を結ぶ中間地点に「流作場五差路」
という交差点があります。昔は信濃川の川幅が今の
３倍もあり、「初代萬代橋」の橋詰であった場所で
す。当時の交通手段であった渡し舟は風水害の影響
で大変不便なもので、よくこの場所で船が転覆し運
ばれてきた作物が流されることからその名がつけら
れたそうです。こうした事態を止めるため、新潟町
と沼垂町が互いを結ぶ日本一長い橋を架けようと

「初代萬代橋」が完成しました。その後発生した「新
潟大火」によって半分以上が焼け落ちてしまいまし
たが、すぐに架け替えに着手し翌年には「二代目萬
代橋」が完成しました。「二代目萬代橋」は街と駅
と港を結び、新潟市は日本海側の拠点としての都市
へと発展していきます。その後、交通の中心が自動
車へと移り変わり、もっと強い橋を架けようと現在
の「三代目萬代橋」がその役目を引き継いだそうで
す。

私の地
まち

域からこんにちは！⑨

連合新潟  2025春季生活闘争 第５回要求集計結果（4月18日公表）
☆調査対象354組合（72,194名）のうち、要求提出報告があったのは226組合

（57,471名）
☆平均方式219組合（54,174名）、個別Ａ方式６組合（3,244名）、個別Ｂ方式

１組合（53名）
☆集計可能な組合は135組合（46,902名）。集計結果は以下の通り。
☆額・率両方のデータのない組合は集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式　【 要求集計 】
集計組合 組合員１人あたり平均 １組合あたり平均

（加重平均） （単純平均）
組合数 人員 金額 率 金額 率

計

～99 30 1,280 16,160 6.53 16,368 6.62 
100～299 52 6,800 16,984 6.36 16,847 6.39 
300～999 34 11,329 17,694 6.07 17,180 6.18 
1000～ 19 27,493 17,920 5.95 16,582 5.75 

計 135 46,902 17,682 6.06 16,787 6.30 

連合新潟  2025春季生活闘争 第５回回答・妥結集計結果（4月18日公表）
☆回答・妥結報告があった組合139組合（43,511名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2025額・率」と「2024額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【回答・妥結集計】

規 模 別 集計組合 2025 2024同時期 対　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計

～99 21 809 8,914 3.69 8,297 3.57 8,324 3.51 7,696 3.36 590 0.18 601 0.21 
100～299 25 3,660 14,288 5.03 13,744 4.75 12,457 4.58 12,776 4.51 1,831 0.44 969 0.25 
300～999 26 8,772 13,808 4.59 12,851 4.46 11,467 3.92 10,559 3.70 2,341 0.67 2,292 0.76 
1000～ 14 23,936 15,517 5.18 17,482 5.75 12,964 4.62 12,919 4.24 2,553 0.56 4,563 1.51 

計 86 37,177 14,849 4.99 12,753 4.54 12,460 4.43 10,888 3.94 2,389 0.57 1,864 0.60 
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今
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青年活動の
さらなる活性化へ

2025地協青年代表者会議＆
第29回ユースラリーを開催

　

４
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日
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新
潟
市
・
万
代
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民
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館
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３
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ン
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ー
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催
し
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。
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打
うち

越
こし

さくらさんの支援の輪を広げよう！
連合ならびに連合新潟は、「働くことを軸とする安心社会の実現」
のため、第27回参議院議員選挙における新潟県選挙区の候補予
定者として「打越さくら」さんの推薦を決定しています。

打越さくら 　 　
1968年１月６日生まれ（57歳）
東京大学教養学部と教育学部卒業
東京大学大学院教育学研究科
　　　　　　　博士課程中途退学
2000年弁護士登録
2019年参議院議員
【国会での所属】

拉致問題等に関する特別委員会 理事
法務委員会 委員
憲法審査会 委員

打越さくら事務所
〒950-0916 新潟県新潟市中央区米山2-5-8
 米山プラザビル201
TEL： 025-250-5915　FAX：025-250-5916


